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序

秋田県内には4，000カ所を超える遺跡の存在が知られておりますが、それらは私たちの

祖先の生活の痕跡であり、埋蔵文化財として今日まで受け継がれてきたものです。こうし

た大地に刻まれた歴史は、損なうことなく未来へと引き継いでいかなければなりません。

近年、高速交通体系や農業基盤の整備など、豊かで快適な生活を築くための地域開発が

大規模に行われ、埋蔵文化財保護との調和を図ることが急務となってきております。遺跡

分布調査と遺跡範囲確認調査はそのための基礎となるものであります。

本報告書は、平成 9年度に国庫補助事業として実施した県営ほ場整備事業・日本海沿岸

東北自動車道建設事業などの遺跡分布調査と、森吉山ダム建設事業・日本海沿岸東北自動

車道建設事業・県営ほ場整備事業などの遺跡範囲確認調査の結果をまとめたものでありま

す。

報告書をまとめるにあたり、調査にご協力いただきました関係各機関に感謝申し上げる

とともに、今後とも埋蔵文化財の保護につきましてご理解くださいますようお願い申し上

げます。

平成10年 3月

秋田県教育委員会

教育長小野寺清



例 一口

l 本報告書は平成 9年度に秋田県教育委員会が国庫補助を得て実施した遺跡分布調査と遺跡範囲確認調査

の報告書である。ただし、遺跡分布調査については、平成 9年 4月から平成10年 1月までに実施した調

査結果である。このほか、平成 9年 1月から 3月までに実施した遺跡分布調査結果を平成 8年度分の補

足として掲載した。

2 本報告書に記載の遺跡分布調査・遺跡範囲確認調査は主に秋田県教育庁文化課・秋田県埋蔵文化財セン

ターの職員が担当した。報文は遺跡分布調査については秋田県教育庁文化課、遺跡範囲確認調査につい

ては各調査担当者が作成したものを、秋田県樫蔵文化財センターが編集した。

3 遺跡範囲確認調査のうち、森吉!Uダム建設事業に係る根森田地区と掬岱地区、日本海沿岸東北自動車道

建設事業琴丘地区に係る中陳場遺跡と真山野遺跡は調査の結果、調査区内で遺構などが確認されなかっ

たため本報告から除外した。

4 本報告書に使用した地図は、国土地理院発行の50，000分の 1および25，000分の l地形図と、日本道路公

回-建設省・秋田県土木部-秋田県農政部が作製した1，000分の l地形図である。

III 一



日
口

序

例日

目次

第 l章はじめに…一一

第 2章平成5年度遺跡分布調査-

遺跡範囲確認調査実施要項 一一一 … 1 

1節 遺跡分布調査一一一

2節遺跡範囲確認調査 2 

第 3章 調査の記録一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 5

第 l節 遺跡分布調査一一一 一一一一 一一 一一一-----5 

1 平成 9 年 1 月 ~3 月補足分 …ー … 5 

( 1 )国道103号道路改良事業

大館南バイパス建設一一 一一 ---5 

( 2 )県営ほ場整備事業道白木地区一一一一一一一一一 5

( 3 )県営ほ場整備事業十五野地区一 一一一一一一一 6

( 4 )県営ほ場整備事業回程森地区一一一 一一一一 6

( 5 )県営ほ場整錆事業内越地区 一 一一一 7 

2 平成 9年度分一一一一一一一一一一一 一ー …一一-----8 

( 1 )県営ほ場整備事業琴丘北地区-

琴丘南地区 一…一一 一一一一一一…一---8 

( 2 )秋田中央地区広域営農団地農道整備事業… 8

( 3 )高速交通関連道路整備工事事業一一一一一一一----9 

( 4 )農免農道整備事業…一一一一 一…ー ー一一 9

( 5 )森吉山ダム建設事業…一一一 一…ー ー…--10 

( 6 )日本海治岸東北自動車道建設事業

(雄手口・岩城間)一一一一一一一 一一句 ー-11

( 7 )男鹿山地区オートキャンプ場整備事業 ---13 

( 8 )県営ほ場整備事業寺沢地区一一一一一一一一一一 --13

( 9 )県営ほ場整嬬事業金岡地区一一一一一一一一一 14

(10)県営ほ場整備事業部山地区-摩当地区吋 --15

(11)県営ほ場整備事業三ノ渡地区一一一一一一一一… 15

lV 

次

(12)国道285号線南沢バイパス建設事業一一一 干 16

(13)県営ほ場整備事業内越地区一一一 一一一一 17 

(14)ため池等整備事業待入地区一一 一…----18 

2節遺跡範閉確認調査 一 一一一 …-----19 

ダム建設事業 一 一一 一--19 

( 1 )深渡遺跡-深渡A遺跡一一 一一 一一 20 

( 2 )鷲ノ瀬遺跡一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一--26 

( 3 )地蔵岱遺跡・地蔵岱A遺跡一一一一一一一一一一一 31

( 4 ) 惣瀬遺跡…一一一一一 一一一一一 一一一一一一一一一一一一 38

2 B本海沿岸東北自動車道建設事業琴丘地区--42 

( 1 )兵ヶ沢遺跡一一一一 一… …ー』 ー…--------42 

3 日本海沿岸東北自動車道建設事業河辺地区 49 

( 1 )松木台盟遺跡 一一一一一一一一一一一 …----49 

4 県営ほ場整備事業琴丘北地区富琴丘南地区 56 

( 1)鬼沢口遺跡B地区一一一一一… 一一一一一一一一 56

( 2 ) 金仏遺跡一一一一一一一一一一一一一一一一…一一一一一一一一---60 

( 3 )狐森遺跡一一一 一一一 一一一一一一一一一 63

5 県営ほ場整備事業浜井川地区 一ー 一一 69 

( 1 )洲崎遺跡一…一一一一一一一一一 …一 一一-----69 

6 県営ほ場整備事業金沢地区一一一一一一一一一一一一…74

( 1 ) 

金沢堀木I遺跡の関連遺跡 一 匂 74 

7 県営ほ場整備事業北何気地区 一…ー …----79 

( 1 )江原嶋 l遺跡ー一一一…一一一 ー… 一…------79 

8 主要地方道入道l埼寒風山線緊急地方道路

整備事業一一一一一一一一一一一一一一一 一一…ー 一一 87

( 1 )泉野冷水遺跡一一…一一一一一一一一一一…一 一… 87

( 2 )中野遺跡一一一一一 一一一一一一一一一一一…一一一 88



第 l章はじめに

国庫補助を得て実施した遺跡詳細分布調査のうち、平成 8年度の補足分は、国道103号道路改良事業大館

南バイパス建設・県営ほ場整備事業道白木地区-間十五野地区・岡田根森地区・!可琴丘北地区・向内越地区、

平成 9年度分は、県営ほ場整備事業琴丘北地区-向琴丘南地区ー秋田中央地区広域営農団地農道整備事業-

高速交通関連道路整備工事事業・農免農道整備事業-琴丘能代道路建設事業・森吉山ダム建設事業・日本海

沿岸東北自動車道建設事業(雄和・岩城間)・向(大館・小坂間)・向(岩城・本荘間)・男鹿山地区オートキャ

ンプ場整備事業-県営ほ場整備事業寺沢地区-間金岡地区・同前山地区・同三ノ渡地区-同摩当地区・

285号線南沢バイパス建設事業・県営ほ場整備事業内越地区-ため池等整備事業待入地区の遺跡分布調査と、

森吉山ダム建設事業 a 日本海沿岸東北自動車道建設事業琴丘地区-同河辺地区-県営ほ場整備事業琴丘北地

・向琴丘南地区・同浜井J[1地区・向金沢地区-向北阿気地区‘主要地方道入道崎寒風山線緊急地方道路整

備事業に係る遺跡範留確認調査である。これらの調査はすでに策定しである調査要項に基づいて、秋田県教

育庁文化課、秋田県埋蔵文化財センターの職員、それに本荘市、琴丘町の専門職員の協力を得て、平成 9年

1月から平成10年 1月にかけて実施したものである。

第 2章 平成ヲ年度遺跡分布調査 a 遺跡範密確認調査実施要要

第 l節遺跡分布調査

1 調査の目的

開発予定地内を踏査-試掘して遺跡の有無を確認し、遺跡の保護策を講ずる 0

2 調査の方法

( 1 )計画地域の範囲内で遺物の表面採集および試掘調査を実施して遺跡の所在を確認するとともに、遺跡

の性格についても把撞する。

( 2 )確認された遺跡は地図に記入し、位置を記録する。

( 3 )遺跡の現況、遠景を写真記録し、遺跡の概要も記録する。

3 

秋田県教育委員会

4 調査担当者

秋田県教育庁 文化課 学芸主事 小徳品、武藤祐浩

本荘市教育委員会社会教育課主任

琴丘町教育委員会生涯学習課主事

9 年 1 月 ~3 月分については

秋田県教育庁 文化謀

本荘市教育委員会 社会教育課

潤

来

川

将

谷

村
長

木

武藤拡浩、石郷岡千鶴子

長谷川潤一



第2章 平成 9年度遺跡分布調査ー遺跡範函確認調査実施要項

5 調査対象地域及び事業名

(平成 9 年 l 月 ~3 月補足分)

No. 事 業 名

国ス道建設103号道路改良事業大館南バイパ

2 県営ほ場整備事業道白木地区

3 県営ほ場整備事業十五野地区

4 県営ほ場整備事業出根森地区

5 県営ほ場整備事業琴丘北地区

6 県営ほ場整備事業内越地底

(平成 9年度分)

No. 事 業 名

県営ほ場整備事業琴丘北地区

2 県営ほ場整備事業琴丘南地区

3 秋業田中央地区広域営農団地農道整備事

4 高速交通関連道路整備工事事業

5 農免農道整備事業

6 琴丘能代道路建設事業

7 森吉山ダム建設事業

8 和日本・岩海域沿間岸)東北自動車道建設事業(雄

9 館日本・小海坂沿間岸)東北自動車道建設事業(大

10 日本本海荘沿間岸)東北自動車道建設事業(岩
域・

11 男鹿山地区オートキャンプ場整備事業

12 県営ほ場整備事業寺沢地区

13 県営ほ場整備事業金岡地区

14 県営ほ場整備事業前山地IK

15 県営ほ場整備事業三ノ渡地区

16 県営ほ場整備事業摩当地j玄

17 国道285号繰南沢バイパス建設事業

18 県営ほ場整備事業内越地区

19 ため池等整備事業待入地区

調査期間

平成 9年 3月13日

平成 9年 3月21日

平成 9年 3月24日

平成 9年 3月25日

平成 9年 3月25日

平成 9年 3月27日

調査期間

平成 9年 4月 8日.21日

平成9年 4月 8S .21日

平成9年 4月28日
5月 6日

平成 9年 5月21日

平成 9年 5月28日
6月16日

平成 9年 6月25日

平成 9年 6月26日

平成 9年 7月 1. 8・18日
10月 28~30 日

平成 9年 8月 8日 .11日

平成9年 8月初日

平成 9年11月12日

平成 9年12月16日

平成 9年12月17日

平成 9年12月18日

平成 9年12月18日

平成 9年12月18日

平成 9年12月24日

平成 9年12月25日

平成10年 1月21・22司

第 2節遺跡範囲確認調査

l 調査の目的

調査内容 調 3ま 結 果 等

試掘 事業地区内に遺跡が広がらないことを確認

踏査 試掘必要筒所の有無を検討。要再調査

踏査 試掘必要箇所の有無を検討。要再調査

踏査 試堀必要箇所の有無を検討。要再調査

踏査 対試掘応必要箇所の選定を行う。平成 9年度No.1と

踏査・試掘 事業地区内に遺跡は確認されなかった。

調査内容 調 査 事占 果 等

踏査・試掘 事業地区内に周知の遺跡 lカ所を確認

踏査・試掘 事業地区確内に周知の遺跡 1カ所、新発見の遺跡
1カ所を認

踏査・試掘 周知の遺跡 2カ所を含む再調査を実施

踏査・試掘 事業地区内に新発見の遺跡 1カ所を確認

踏査・試掘 遺周知の遺確認跡の近接地を調査したが事業地区内に
跡は されなかった。

踏査 試掘必要箇所の選定を行う。年度内試掘予定。

踏査 試定掘必要箇所の選定を行う。次年度以降試掘予

踏査 事業地区内に遺跡は確認されなかった。

踏査 試掘必要箇所の選定を行う。

踏査 試掘必要笛所の選定を行う。

踏査・試掘 事業地底内に遺跡は確認されなかった。

踏査・試掛 周遣知の遺は跡確認の近さ接れ地なを調査したが、事業地区内
に跡 かった。

踏査 試掘必要箇所の選定を行った。年度内試掘予定

踏査 試掘必要箇所の選定を行った。年度内試掘予定

踏査 試掘必要箇所の選定を行った。年度内試掘予定

踏査 試掘必要箇所の選定を行った。年度内試掘予定

i踏査 試掘必要箇所の選定を行った。年度内試掘予定

踏査 試掘必要箇所の選定を行った。年度内試掘予定

踏査・試掘 事業地区内に周知の遺跡 1カ所を確認

開発事業計画に係る遺跡の範囲確認調査を実施して、埋蔵文化財の保護と保存を図る。

2 調査の方法

( 1 )遺跡の広がり、壊没の度合い、時代とその性格を知るために、当該地域での遺物の表面採集および

小規模の発掘調査(遺構確認面までの掘り下げ)を行う。

( 2 )地形等を考慮し、できるかぎり面的に調査地域を広げて遺構の確認に努める。

( 3 )現場で確認された遺構-遺物、堆積土の)享さ、遺物包含層などの記録を行う。その際、遺跡の全景

と発掘調査状況、確認された遺構-遺物などは写真撮影をする。

( 4 )使用する地形図は開発部局で作製した一番大きな縮尺図面とする。

2 



( 5 )遺跡の立地条件などに即した適切な調査をする。

3 事業主体者

秋田県教育委員会

4 調査担当者

秋田県埋蔵文化財センター調査課長船木義勝

調査第一科長高橋忠彦

調査第二科長柴田陽一郎

文化財主査児玉準、栗津光男

第 2節遺跡範菌確認調査

学芸主事杉関l馨、藤津昌、栄一郎、利部修、高橋学、松本昌樹、

本田嘉之、藤原司、小林芳行、吉川孝、泉田健

文化財主事三浦良隆

非常勤職員伊藤攻、松尾陸子、村上義直、千葉史宏、安原誠、斎藤仁之、

工藤直子、小西秀平、熊谷誠、黒津幸子

琴丘町教育委員会 生涯学習諜主事木村将来

5 事業名・調査対象遺跡-調査期間・調査担当者ほか

No. 事 業 名 遺跡名・所在地 調査期間 調査担当者 摘 要

森吉山ダム建設事業
平成 9年 5月12日 船杉利本吉村高 部上木橋測川田 義忠嘉 勝彦馨修之孝直

初森遺岱跡田地地未確区区認でー根は
~10月 9 日

西秀義 平

2 日本海沿岸東北自動車道建設事業零丘地区 兵真中陳山ヶ場野沢遺遺遺跡跡跡(((琴琴琴丘丘丘町町町)) ) 
平成 9年11月10日 児築吉 玉川 一 郎孝準

野認中区遺定陳内場跡でを遺はき真調跡ず査山主
~11月 27 日

西秀平

藤藤柴祭 津田 一陽 郎郎可昌

3 日本海沿岸東北自動車道建設事業河辺地区 松木台国遺跡(河辺町)
平成 9年 5月12日 三 藤原林浦 芳良 行隆攻

~7 月 10 日

松斎伊安 尾 睦 子誠之

工黒 藤原藤津 幸仁直 子子

鬼金狐仏森沢遺遺口跡遺跡跡((琴琴B丘丘地町町区(琴丘町)
平成 9年 6月11日 吉木児 村玉川 将 来準孝

4 県営は場整備事業琴丘北地区・琴丘南地区 ~19 日

11 月 10 日 ~27 日
西秀平

5 県営ほ場整備事業浜井JII地区 洲崎遺跡(井川町)
平成 9年11月17日

泉村安高 橋上凹 義 誠学健直

~12月 5 日
工藤原 秀直子

熊小西谷 平誠

6 県営ほ場整備事業金沢地区 十金(横二沢手牲柵市木B)遺I遺跡跡(横の手関市連)遺跡 平成 9年11月17日
栗斎黒小 津林藤樺 光幸芳仁 行子男之

~12月 5 日

7 県営ほ場整備事業北阿気地区 江原嶋 1遺跡(大雄村)
平成 9年11月19日 藤藤伊松本松 津本田 嘉昌 樹之司昌

~12月 5 日

原藤尾 陸 攻子

8 事主要業地方道入道崎寒風山線緊急、地方道路整備 泉中野野遺冷跡水遺(男跡鹿(市男鹿)市) 平成 9年11月4日
杉利村 測部上 義 馨修直~12月 5 日
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第 2章 平成9年度遺跡分布調査・遺跡範囲確認調査実施要項

@ 
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第 3章調査の記録

第 1節遺跡分布調査

1 平成 9 年 1 月 ~3 月補足分

( 1 )留選103号道路改良事業大鋸南バイパス建設

大館市根下戸新町で大館西道路と連絡する大館南バイパスのインタ一部分における分布調査。事業予定地

は、大館西道路の建設に伴って実施される根下戸道下遺跡の南端部分に隣接する斜面である口

調査の結果、遺構・遺物とも確認されず、事業対象地まで遺跡が広がっていないことを確認した。

第 2園 田道103号道路改良事業大館南バイパス建設地区内遺跡分布調査位置国

( 2 )県営{ま場整備事業道毘木地監

大館市道目木地区に予定されているほ場整備事業で、計画面積35hα、平成12年度まで 4カ年計画の事業で

ある。このうち平成 9年度予定地区を中心に踏査した。

調査の結果、平成 9年度事業予定地区内では試掘必要箇所を認めなかった。なお、事業予定地区内には今

後踏査の必要な地区を残している。

第 3 自

c 
d 



第 3章調査の記録

( 3 )県営ほ場整備事業十五野地区

十文字町十五野地区を中心に平鹿町にかけて予定されていたほ場整備事業で、計画面積28hα、平成10年度

まで 2カ年計聴の事業である。このうち平成 9年度予定地区を中心に踏査した。

調査の結果、平成 9年度事業予定地区内では試掘必要箇所を認めなかった。なお、事業予定地区内には今

後踏査の必要な地区を残している。

第 4~悪 果営{ま場整構事業十五野地震内遺跡分布調査役軍霞

(ヰ)県営{ま場整舗事業関根森地震

大雄村田根森地区に予定されていたほ場整備事業で、計画面積171加、平成13年度まで 5カ年計画の事業

である。このうち平成 9年度予定地区を中心に踏査したG

調査の結果、平成9年度事業予定地区内では試掘必要箇所を認めなかった。なお、事業予定地区内には今

後踏査の必要な地区を残している。

第 5闇

- b 



第 l節遺跡分布調査

( 5 )県営{ま場整備事業内越地区

本荘市内越地区のほ場整備事業で、計画面積4171砲、平成12年度まで 5カ年計甑の事業である。この内平

成 9年度予定地区について踏査及び、試搬を行った。

調査の結果、 2地点で盛土中に奈IJ片 2点を確認したが、周辺の状況から遺跡が遺存しているとはとらえら

れず、他の地点での遺構・遺物の確認、も無かった口

No. 遺 跡 名| 所在地 時 代 現 況 出土遺物-検出遺構 備 考

本荘市赤田字袖振 水 田 なし

本荘市赤田字堅田 水 田 なし

3 本荘市赤田字坂巻 水 回 なし

本荘市赤田字坂巻 オく 出 なし

s 



魚主主守王号 宝酒求手，ヴ1壬コゑ;i，
70三1 V ・r- ~ハてJ-'三1. ~__..口ι..J~... :r ... 

2 平成 9年度分

( 1 )県営{ま場整鏡事業琴丘北地区§琴丘南地痘

琴丘町内の 2事業である。琴丘北地区ほ、計画面積270hαで平成 9年度まで 6カ年計画の事業であり、琴

丘南地区は計画面積97haで平成10年度までの事業である。本年度は平成 9・10年度事業対象区域の内、周知

の遺跡とその隣接地について試掘を行った。

調査の結果、周知の遺跡 2カ所が事業地まで広がっていることを確認し、また新発見の遺跡を 1カ所確認

した。協議により周知の遺跡 1カ所と新発見の遺跡 1カ所は平成 9年度に琴丘町教育委員会で調査対応する

こととし、残りの周知の遺跡 1カ所は平成10年度の調査対応、とする。

遺跡名 所 在 地 時 代 現 況 出土遺物-検出遺構 備 考

ll鬼訳口遺跡 琴丘町鹿渡字鬼沢口 縄文時代中期 水面-畑地 土器・土坑 周知の 跡

21狐森遺跡 i 琴丘町箆渡宇狐森 i縄文時代中期 l熔 地 土器・捨場 周知の 跡l
3 仏遺跡 琴丘町箆渡字金仏 縄文時代 畑 地 剥片-土坑 新発見の遺跡|

-琴丘南地内遺跡{立置盟

( 2 )秋田中央地区Jt:域営農田地農道整備事業

昨年度の分布調査で土坑状のものを確認していた地点の再調査、及び予定路線上の未試掘箇所についての

追加調査を行った。

調査の結果、土坑状のものは遺購ではないことが判明。また、他の試掘地点からの遺構=遺物の検出もな

かったため、発掘調査の必要はないと判断した。なお、鶴木台 I遺跡のうち現道の下の部分については工事

立会の対応とする。

8 

出土遺物-検出遺構

なし

なし



第 i蔀遺跡分布謁査

( 3 )高速交通関連道路整備工事事業

昭和町豊J[[山田地区の盛土材採取予定地について踏査及び試掘を実施した。

調査の結果、新発見の遺跡 lカ所が事業に係わることを確認した。この遺跡については原因者との協議で

事業予定地から除外されることになった。

No.1 遺 跡 名

1 I深田沢五遺跡 l昭和町豊)11山田字深田沢

出土遺物・検出遺構| 備 考

土師器・須恵器 新発見の遺跡

第 S図 高速交通関連道路整備工事事業地産内遺跡{立置盟

(ヰ)

千畑町金沢東根地内の予定路線2.5kmについて踏査および、試掘を行った。

調査の結果、遺構-遺物の発見はなく、隣接する席知の遺跡への影響もないと判断した。

遺 跡 名 所在地 出土遺物・検出遺構| 備

地|なし

考

時国 農免農道整備事業地内遺跡{立蓋態

- 9 -



第 3章調査の記録

( 5 )森吉山ダム建設事業

森吉町において進められている森吉山ダム建設に関連する事業である。本事業の埋蔵文化財の取り扱いに

ついては、これまでも調査と協議が重ねられてきており、平成 9年度からは一部発掘調査が開始されている。

今回は、付け替え県道及び材料採取部分にかかる 4カ所について踏査を行い、一部試掘調査を実施した。

調査の結果、深渡地区について 4カ所、惣瀬地区に 2カ所、初岱地区で lカ所、根森田地区で 3カ所の試

掘必要箇所を選定した。また、深渡地区では、試掘調査を実施。いずれの地点でも遺構-遺物とも検出され

なかった。

第11

10 -



第 1節遺跡分布調査

( 6 )日本海沿岸東北自動車道建設事業(雄和・岩城間)

河辺町七曲を始点に象潟町へ向かう計画路線の内、雄和~岩城間13.5kmについて踏査および試掘を実施し

?こG

調査の結果、新たな遺跡の発見はなしまた隣接する周知の遺跡への影響もないと判断した。

No. 遺 跡 名 所 在 地 時 代 現 況 出土遺物・検出遺構 備 考

岩城町内道川字中道 水 田 なし

2 岩城町内道川字扇田 水 田 なし

3 岩城町内道川字大内田 水 田 なし

4 岩城町内道川学岩ノ沢 111 林 なし

5 岩城町内道)11勝手字蓬田 水 田 なし

81. 岩域町内道}11字板沢 田 なし

岩城町内道)11字狸ヶ沢 女自 地 なし

8 秋ラ沢田市下浜名ヶ沢字タツ 山 林 なし

9 秋ラ沢田市下浜名ヶ沢字タツ 水 田 なし

10 秋沢田市下浜名ヶ沢字入道 水 田 なし

11 村 杉 館 跡 秋沢田市下浜名ヶ沢字入道 中 世 山 林 なし 周 知 の遺跡

12 秋敷田市下浜名ヶ沢字兵屋 水 国 なし

13 秋敷田市下浜名ヶ沢字兵屋 山 林 なし

14 秋田市下浜名ヶ沢字蓬田 水 国 なし

15 秋ラ沢田市下浜名ヶ沢字福ベ 田 なし

16 秋ラ沢田市下浜名ヶ沢字福ベ 山 林 なし

17 秋ラ沢田市下浜名ヶ沢字詰ベ 山 林 なし

18 雄和町下黒瀬字岩ノ沢 山 林 なし

19 雄和町下黒瀬字岩ノ沢 山 林 なし

20 雄和町下黒瀬字岩ノ沢 山 林 なし

21 雄和町下黒瀬字湯野自 山 手本 なし

22 雄和町下黒瀬字湯野目 山 林 なし

23 雄和町下黒瀬字湯野呂 Ili 林 なし

24 秋田市下浜楢田字上野 地|なし

1
25 雄和町捧}11字鹿野戸 田 なし

雄和町芝野新田字辛谷地 出 なし

11 -



第 3章調査の記録
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第 3章調査の記録

( 9 )県営{ま場整犠事業金岡地区

山本町金岡地区のほ場整備事業で、計画面積546加、平成l まで 5カ年計画の事業である。このうち

平成10---11年度予定地区について踏査した。

踏査の結果、事業予定地区内に周知の遺跡である大下 1-大下1[-霜谷地-高田遺跡が、また、近接地に

周知の遺跡である割道遺跡があることを確認し、その席辺を含め40地点の試掘必要簡所を選定した。試掘必

要筒所については、今後試掘する予定である。

なお、事業予定地区内には今後踏査の必要な地区を残しているo

No.1 遺跡名| 所在地 !時代 i

2 

3 

5 山本町志戸橋字割道

14 

I : 50，000 

跡

跡

跡



第 l節遺跡分布調査

(10)県営{ま場整備事業部山地区・摩当地区

鷹巣町に計画されている 2事業である。前山地区については計画面積60haで、平成12年度までの 5カ年計

画の事業であり、平成10年度工事予定地区について踏査した。予定地域内に周知の遺跡はないが、地形を考

慮して、試掘必要衝所13カ所を選定したG 摩当地区にっし、ては計画面積50haで、平成13年度までの 5カ年計

画事業である。踏査により、事業予定地内に周知の遺跡である碇岱遺跡があることを確認し、その周辺を含

め36地点の試掘必要箇所を選定した口試掘必要箇所については今後試掘する予定である。

( 11) 

鷹巣町三ノ渡地区に計画されたほ場整備事業である。計画面積67hαで、平成13年度までの 5カ年計画であ

る。事業予定地区について踏査した。

調査の結果、地区内に周知の遺跡はないものの、地形を考慮して、試掘必要笛所27カ所を選定した。試掘

必要箇所については今後試掘する予定である。

に
U



第 3章調査の記録

( 12)国道285号線南沢バイパス建設事業

上小阿仁村南沢字餌刺岱を起点に、上小阿仁村字大材、を終点とする3.9km区間の内、平成14年度の供用を

目指している南端部分について踏査した。

踏査の結果、計関路線が周知の遺跡である餌刺岱遺跡の近接地を通過していることを確認し、その付近を

含め 9カ所の試掘必要筒所を選定した。試掘必要箇所については今後の試掘

なお、計画路線に今後踏査の必要な箇所を残している。

ミイ

16 -

している。



第 l節遺跡分布調査

( 13)県営ほ場整備事業内越地区

本荘市内越地区のほ場整備で、計画面積350加、平成13年度まで 5カ年計画の事業である。このうち平成

10年度予定地区について踏査した。

踏査の結果、事業予定地区内に周知の遺跡である大浦遺跡があることを確認し、その周辺を含め17地点の

試掘必要箇所を選定した。試掘必要箇所については、今後試掘する予定である。

なお、予定地区内には今後踏査の必要な地区を残している。

出土遺物-検出遺構 備考

周 知の遺 跡

No. I 遺跡名[ 所在地

1 I大浦遺跡|本荘市大浦字八走

ヴ
4

1
i
 



第 3主主 調査の記録

(14) ため池等整備事業待入地

秋田市金足高岡字院内沢にある

踏査及び試掘を実施した。

この事業に伴う堤件議士の士取場用地について

調査の結果、用地が周知の遺跡である高岡龍跡にかかること 9 ついて

試掘した。試掘地点において、古代の竪穴状遺構 1

の散布も希薄であったことか

取り扱いとし

ない、

ふ

18 -
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2節遺跡範囲確認調査

1 森吉山

1て

森吉山ダム建設地は、

る。そこは、小又川が太平湖

である。範癌確認調査は、

んでし、る。ダム

1， 200， 000 nl 

と南に隣接する阿仁町にまたがる森吉山(標高1， 454 m)の北側に位置してい

し蛇行しながら阿仁川に注ぐ中流域にあり、東西の直轄管理区間は約lOkm

よび貯水池用地(湛水区域入道路用地などを対象とした広範囲に及

はすでに終了しており、かつての や耕作地を中心とした

も 4年目を迎える。

あたり、東より深渡地区‘楊岱地

る地区 300111:で、務岱地区場

200nlにのぼる(第21図んしたがって、平成

より開始され、

区・

かったことになる。れたらl遺跡を併せると、現在まで6~8 

なお、深j産地区と

ために深渡遺跡・

2遺跡ずつ確認されているが、これらの地区では、すでに工事用道路の

されている遺跡がある。そのため、新たに確認された遺跡の

い、それ以外の遺跡、では、それぞれ深渡A遺跡-地切
っ
/

蔵岱A遺跡として扱うことにし

- 1号



( 1 )議友達跡・藻濯JA遺跡

1 遺跡所在地

深渡遺跡

深渡A遺跡

2 範囲確認調査期間

3 範囲確認識査対象面積

4 工事区域内遺跡商積

深渡遺跡

深渡A遺跡

5 遺跡の立地と現況

①立地

深渡遺跡と深渡A遺跡は、西に流れる小又川左岸の河岸段丘上にあり、標高は187~192m である。!日深渡

集落の西側には、東西に通る県道比内森吉線から北に向かう丹瀬沢林道がある。林道の西側で県道の両側に

第 3章調査の記録

秋田県北秋田郡森吉町森吉字深渡104-1外

秋田県北秋田郡森吉町森吉字深渡29外

平成 9 年 5 月 12 日 ~7 月 10 日

74，000n:f 

15，500n:f 

9，200n:f 

は深渡遺跡が、東側で県道の北{JW~こは小又)I!に密した深渡A遺跡がある G 深渡遺跡は三県道F者側の広範な上

位段丘面、同北側の中位段丘面、その北の低位段丘面と 3つの段丘面を含み、深渡A遺跡は上位と中位の 2

つの段丘面にわたる。なお、深渡遺跡の県道南側部分は、ジャンボリ一道路建設事業に関わって平成 8・9

年度に発掘調査が行われ、竪穴住居跡の他に石組石棺墓や土器理設遺構を含む縄文時代中期~晩期の集落跡

が確認されている。

②現況

2つの遺跡はいずれもかつての水田で、現状は草地や榔の密集した区域も含む。深渡A遺跡では、一部に

旧畑地や!日宅地を含んでおり、コンクリートの土台が所々に認められる。また、県道で南北に二分されてい

る深渡遺跡の南側は、県道改良工事(ジャンボリ一道路建設事業)のために平成 8・9年度発掘調査が実施さ

れ、当事業に係る部分によって結果的に北側-南東側・南西側の 3つの区域に分断されている。

S 範囲確認調査方法

雑木の伐採や草刈りを済ませた後、水田や道路の区画に沿うように見通しによる測量を行う。幅約 1mの

トレンチを設定し重機を用いて掘削を行い、壁面や地山間を精査して遺構・遺物の有無を確認した口なお、

深渡遺跡の県道より南側では、ジャンボリ一道路の調査成果および 8年度の範閉確認調査成果を基にした。

深渡地区の試掘面積は4，270n:f、調査対象面積の5.7%である。

7 範囲確認調査結果

A:深渡遺跡

①層序

県道の南側中央では、 I層耕作土(30cm前後)、 E層黒褐色土(20.------30cm)、国層礁層および地山である。 m

層の磯層は中央部に認められ、その東西は地山面となる。 rr層は、縄文時代中期から晩期にかけての遺物包

含膚である。県道の北側は、低位段丘面と考えられる西端と北端を除くと、およそ I 層耕作土(30~40cm) 、

E層黒褐色土(10~50cm) 、 E層磯層および砂層となり、中位段丘の北端には深さ約 1 m程の所で岩盤が見ら

れる。東側ではE層が部分的にしか認められず、西側ほど深くなる。東端には深い沢が南東から北西にかけ

て延び、北側には東西方向の沢がある。北側沢の下位覆土より、縄文時代前期の遺物が出土している。北側

低位段丘面では、 I層耕作土が厚さ1.5m程あり、五層の褐色砂質土より縄文時代後期の土器がまとまって

口
ソ
山



第 2節遺跡範閤確認調査

出土している。

②検出遺構と出土遺物(第22図)

遺跡範囲のうち、 トレンチを入れたのは県道より北側である。ここでは土坑 2基を確認した勉、小規模な

がら捨場の一部と考えられる場所を検出した口捨場と考えられる所では、繊維を含んだ縄文時代前期の円筒

下層式土器が、その北の下位段止では中期末葉の土器がまとまって出土した。

B:深渡A遺跡

①層序

深渡A遺跡は、県道と小又Jflに挟まれ南東から北西に細長い範囲をもち、県道側の高{立段丘部と河川側の

低位段丘部に二分される。高位段丘では、 I 層耕作土(2ü~30cm) 、豆腐黒褐色土(lOcm~ 1 m)、国層地山土

(砂質土)である。瓦層は、縄文時代の遺物包含層と考えられるが、段丘崖端部のみに認められる。低位段丘

では、 I 麿耕作土 (20~'30c記、 E

晩期にかけての遺物包含層である。

②検出遺構と出土遺物(第22図)

絡し穴を含む土坑10基を確認したが、不明確な遺講も含んでいる。遺物は相対的に少なし石器は数片出

週前後)、車層稜層および地LU土で、五震が縄文時代後期~

土したのみである。土器には縄文時代後期と晩期のものがあり、石器にはトランシェ様石器があるo

g 

A:深渡遺跡

①遺跡の種類

県道の南側では、平成8年度に縄文時代中期から晩期にかけての竪穴住居跡や土坑(土坑墓居貯蔵穴)が検

出されており(森吉町教委入これら

しい場所もあり、複合遺跡の性格をもっ。

②遺跡の範囲(第23図)

小又川の上位から下位にかけての河岸段丘で、上位段丘面の西側を中心とする一画。

③発掘調査時に予想される遺構-遺物

り られる集落跡の一部であろう。また、縄文前期の捨場ら

県道より北側では、数基の土坑と捨場から縄文時代前期を中心とした土器が出土すると予想される。県道

より南側では、中期から晩期の土坑がややまとまって検出される他、竪穴住居跡が見つかると考えられるO

B:深渡A遺跡

①遺跡の種類

縄文時代後・晩期を主体にした遺跡で、

の存在から狩猟場としての性格も考えられ

②遺跡の範密(第23図)

県道と小又JI!に挟まれた湾岸段丘上の細長い範留である。

③発掘調査時に予想される

レ
c_ 

プ一一
ωれら される。また、陥し穴

縄文時代後・晩期の土坑墓が予想される いと考えられる。 トランシェ様石器の存在から、

早期に関する遺講・

2 その能

遺跡からは、近世以降の陶磁器も出土しているが、これに伴う遺構が検出されなかったため範囲図および

~斗ペブ
《ご-1L長〉 も浅うる。

結果図からは除いてある。

- 21 
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l'i!3輩制査の記録

深渡遺跡

途策(箇から}

深波遺跡

土穆出土状況(南東から)

深波遺跡

土稔胤土状況〈ゴtから)

- 24 -



深渡A遺跡

遠景(東から)

告書波A遺跡

土坑検出状況{酋から)

tI1i!lA遺跡

土宮告壊紋遺稿検出状況

(碕から)

1M節 遺跡事草鶴!II!誌拘置

25 



第 3章調査の記録

わし の せ

( 2 )鷲ノ瀬遺跡

1 遺跡所在地

2 範囲確認調査期間

3 範囲確認識査対象面積

4 工事区域内遺跡面積

5 遺跡の立地と現況

①立地

秋田県北秋田郡森吉町森吉字鷲ノ瀬80外

平成 9 年 7 月 14 日 ~8 月 29 日

57，000nf 

15，000nf 

遺跡は、北東から南西に流れる小又]11が直角に流路を変える右岸の湾岸段丘上にあり、標高は161.------165m

である。北側には、県道比内森吉線が南東から北西に通じる。段丘面は南西方向に緩やかな傾斜を示し、そ

の対岸は急峻な山塊で小又J11の下刻作用で形成されたことが理解される。

②現況

遺跡はかつての水田で、大半は太い櫛が密集し、部分的に笹や茅などの草木が生い茂っていた。平成10年

度以降の調査対象区域になる遺跡の南側区域は、土盛りで厚く覆われ現在は荒地になっている。

5 範囲確認調査方法

雑木や雑草の伐採や草刈りを済ませ、水田の区画畦に沿わせて見通しによる測量を行った。次に、幅 1m 

のトレンチを設定し重機を用いた掘削を行い、その後に壁面や地山面を精査して遺構・遺物の有無を確認し

た。鷲ノ瀬地区の試掘面積は2，470nf、調査対象面積の4.7%である。

7 範囲確認調査結果

①層序

遺跡の層序は、河川側に行くに従い旧河川の不整合によって新しい層が堆積する関係にある。道跡北端の

県道寄りでは、磯層までの深さは約2.5mでI層表土を含む11層が確認できた。 rr層は深さ30cm前後の褐色

土で、縄文時代後期の土器が確認された。後期の土器は、遺跡の北東側を中心に広く出土する。遺跡の南西

側では、 I 層耕作土 (20~30cm) 、 E層黒褐色土 (30cm前後)、 E層黄褐色砂質土(地山)となり、 E層では、縄

文時代の遺構・遺物が確認される口

②検出遺構と出土遺物(第24図)

遺跡南西の縁辺には、縄文時代中期もしくは後期の竪穴住居跡2軒、土坑(フラスコ状土坑)7墓が検出さ

れた。中央には土器埋設遺構 1基が見つかり、その北東側では縄文時代後期の土器が数箇所でまとまって確

認された。土器のまとまる笛所では、遺構を確認できなかったが、掘り込み面の存在する可能性がある。石

器は住居跡付近で白石が出土した他、石匙・スクレイパ…・剥片がある。

8 所見

①遺跡の種類

竪穴住居跡や土坑より、縄文時代後期を中心にした集落と考えられ、北東域では墓域が想定される。

②遺跡の範閤(第25図)

小又JIIと県道に挟まれ、比較的平坦な面が南北に続く範囲。

③発掘調査時に予想される遺構・遺物

遺跡の南西部には、縄文時代中期から後期の竪穴住居跡の存在が予想される他、フラスコ状土坑が密集し

ている可能性が強い。また、北東部では縄文時代後期の土器が多量に出土するものと考えられる。

- 26 -
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~ノ徹遺跡

途景(商から)

鴛ノ瀬遺跡

竪穴住居跡 土坑検出状況

(肩奇から}

鷲/瀬遺跡

竪穴住居跡ー土着も検出状況

(南東から)

書u節追跡悩錫lIi認5騒
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第3章潟査の包録

鷲ノ議遺跡

土磨断面(関東から)

鷲ノ厳遺跡

遺物出土状況(酋から)

驚/総量麟i

遺物出土状況(潟から)

- 30 -



第 2節遺跡範屈確認諒査

( 3 )士通議誌遺跡・屯議誌A遺跡

i 遺跡所在地

地蔵岱遺跡 秋田県北秋田郡森吉町森吉字地蔵岱74外

地蔵岱A遺跡 秋田県北秋田郡森吉町森吉字地蔵岱124外

2 範囲確認識査期間 平成 9 年 9 月 1 臼 ~10月 9 日

3 範囲確認調査対象面積 98，000nf 

4 工事区域内遺跡商積

地蔵岱遺跡 21， 000 nf 

地蔵岱A遺跡 3，700nl 

5 遺跡の立地と現況

①立地

地蔵岱遺跡と地蔵岱A遺跡は、小又JI[が鷲ノ瀬地区から北上し、南に大きく虫色行して関んだ所の湾岸段丘

上に立地している。半円状の段丘街は比較的平坦で広範囲に広がり、その北端より幅約 3mの農道が高東方

向に真痘ぐ走っている。これに接して西側に地蔵岱遺跡が、東側の小又)11治いには地蔵岱A遺跡がある。

査によって、平坦面の中央部は東西と比べて地山面が深く削平され、本来高い状態であったことが分かる。

遺跡の高い所の標高は159m、小又)I [との比高差は15m前後である。遺跡の南側を除けば、小又)[!に沿って

段丘崖を形成し、西側段丘崖と小又)[[との間に低い段丘蕗を作る。段丘麗の北端部は、東西方向に通るジャ

ンボリー道路建設事業に関わって平成 8年度に森吉町教育委員会が発掘調査しており、縄文時代前期~晩期

および平安時代にわたる複合遺跡であることが判明している。

②現況

遺跡はかつての水田で、中央の農道に沿って整然と区爾されている。現状は茅や雑草が生い茂弘広範窃

に径10cm以上の榔や雑木が密集していた。遺跡外の南東山際は湿地で、斜面の水分が集まる地点と考えられ

る。段丘の北端部にはジャンボリ一道路が通じている。

高 範囲確認調査方法

中央の農道より東側、次に西側へと調査を進めた。先に雑木の伐採や雑草の草刈りを済ませ、それらを重

機によって搬出した。その後、農道や水聞の畦に沿わせた見通しの測量を行い、重機を用いて幅約 1mのト

レンチの掘削を行った。そして、壁面や地山面を精査して遺構・遺物の有無を確認した。地蔵岱地区の試掘

面積は5，080n仁調査対象面積の5.1%である。

四

f
s

A:地蔵岱遺跡

遺跡は段丘の西側斜面に沿い、中央を北西-南東方向に走る畦の段でニ:号、される。東部jが高く西側では低

い。東側の中央部は、 I層耕作土(20c認)、豆潜賠褐色土(5c湿)、 (30c刻、この下が寅褐色土(地

山)となる。北側ではE層の下に褐色土が見られるがち盟 r麿と地Ul土との間に見られる務移層と考えられる。

したがって漸移層をN層に、地山土をV層に考えておく。盟震では、縄文時代の遺物も含んだ平安時代の遺

議や遺物が主に見つかっている。豆!警は狭い範患の広がり

耕作土の下がV層になる。西側の中央部では、 I麿耕作土(約、

ら否問にかけては、都子が著しく

(lOc狙)、 IV層漸移層とな

る。ここでの I層は、東側中央部のE層に対応する。これより約20m東では盟震がなくなり、反対の約20m

31 



第 3章調査の記録

西側では厚さを増し20cmを測る O

②検出遺構と出土遺物

遺跡から

溝跡16条である。遺物は、

縄文時代中期もしく

ある捨場/すートtII-r品二

している。 竪穴住居跡14軒、土坑20基、焼土遺構4基、

-羽口・鉄浮が出土している。竪穴住居跡は、 1軒が

13軒が平安時代である。前者は遺跡の北端にあり、その約30m北に

あり、特に西側に集中している。土坑や焼土遺構は、ご

れら平安時代の竪穴住居跡に付随するものが殆どであろう。溝跡のうち、幅約1.5~ 2 mのものは 4条確認

できたが、漬物や土層などから平安時代の集落に伴うと判断される。縄文土器は中期と後期のもので、

ととも

B: 

に出土しているが、 る。

¥ くつ口 Z (約、五 (10cm)、

る。この北端側には砂質の地山土があり、反対の南側には寅褐色の

地山二とが見ら 'ーq.ァr、J、O 

②検出遺構と

遺跡からは、

まは、ら 心寸。 心匂す

喜

A:地蔵岱遺跡

①遺跡の種類

平安時代のまとまっ 心。

つ究 J~
1....! '- している。遺物は少なし遺跡全体に

も中期か後期の時期と考えられる。より、

っていることから、

出土していること、森吉町教育委員会の段丘北

きい工房祉を伴う可能性がある。さらに、縄文

口-

時代では、捨場の存在から

②遺跡の範囲(第27図)

広大な河岸段丘の西側半分のう

③発掘調査時に予想される

平安時代では50軒以上の、

伴う鍛冶遺構、

される。

1た範囲である。

される。また、平安時代の工房祉に

られる。遺物では、縄文時代の土器-

rarア，1m
ノロロJ:1'"Vノ i回、

斗 J

t二
ノ
¥ 

プしこに~ rム勺プ
rcJι'-17 /'しそ)4ι 伝〉。

B: 

近接してい

②遺跡の範盟

〉 る可能性がある。

}ア

/;;) 0 

、二'-
( 

'-- られる。

《
可
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近世以降の遺物 に認められたが、 なく らは除いてある。
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地蔵岱遺跡

近景(策から)

地蔵岱遺跡

燐土遺構検出状況

(南東から)

地蔵岱遺跡

援穴住居跡検出状況

〈南東から}

第2節遺跡施鴎雌認調査
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地蔵岱A遺跡

作業風景(西から}

地蔵岱A遺跡

土釣検出状況(東から)

地裁岱A遺跡

土坑検出状況(北関から)

~ 

ー
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第2節遺跡Z世間磁認調査
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第 3章調査の記録

そうせ

(4 )惣瀬遺跡

1 遺跡所在地

2 範囲確認調査期間

3 範囲確認調査対象箇積

4 工事区域内遺跡菌穣

5 遺跡の立地と現況

①立地

秋田県北秋田郡森吉町森吉宇惣瀬86外

平成 9 年 9 月 16 日 ~10月 9 日

52，000nf 

7，80011f 

南西方向に流れる小又)11と、それに惣瀬沢が直交する部分には、小又)11に沿って尾根状地形が発達してい

る。尾根に沿う細長い遺跡は、比高差約 1m前後の水田区画によって 3 つに区分された標高158~161 mの平

坦面に位置している。遺跡に立っと、西に小文川が、南には惣瀬沢が眼下に見える。

②現況

遺跡は、!日水田で北東から南西にかけての棚田であったが、北東側に工事用道路が通じ一部で分断されて

いる。道路の両側は荒地で、それ以外では雑木が生い茂っていた。北西と南東斜面には、水田の造成時に盛

られた土が厚く堆積している。南東斜面を僅かに下がった平坦部はかつての宅地だった所で、そのために沢

の一部がすでに埋められていた。

6 範囲確認識査方法

遺跡には雑草と雑木が茂り、それらの伐採から始める。尾根状地形に沿って中央に基本ラインを作り、そ

れに20mで直交する見通しの測量を行う。それらに沿って幅 1mのトレンチを入れ、手掘りの粗掘りを行っ

た。次に、壁面や地山面を精査して、遺構や遺物の有無を確認した。南東斜面の沢や宅地化された区域では、

重機を用いて対応している。惣瀬地区の試掘面積は1， 750nf、調査対象面積の3.3%である。

7 範囲確認識査結果

①層序

尾根状地形の中軸線とその両側は、最も削平を強く受けた部分である。そのために、遺跡の大半は20~30cm

の耕作土や盛土を除くと地山面になる。北西と南東側の斜面は盛土で埋められており、その下に黒褐色土-

褐色土一地山の堆積層がある。平坦面の外側縁辺ほど層厚が増し、その端では現地表面より 1m以上の深さ

がある。黒褐色土中に縄文土器の包含層がある。

②検出遺構と出土遺物(第28図)

尾根状地形の南西端に、平安時代の竪穴住居跡 1軒を検出した。その隣接地と遺跡の中央部からは時期不

明の土坑 3基が見つかっている。遺跡中央の南東斜面で、縄文後期の土器がややまとまって出土した。

8 所見

①遺跡の種類

平安時代の集落と考えられるが、痩せ尾根状の地形からみて小規模である。

②遺跡の範囲(第29図)

工事用道路より北東側は、当初対象外だったのでトレンチを入れていない。後に対象区が拡大することと

なり、調査区も含め尾根状地形の平坦部として範囲を括っている。

③発掘調査時に予想される遺構・遺物

遺構・遺物は少ないが、斜面の深い所から縄文時代後期の土器がまとまつって出土するものと予想される。
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第 3章調査の記録

2 日本海沿岸東北自動車道建設事業琴丘地区
ひょうがさわ

( 1 )兵ヶ沢遺跡

1 遺跡所在地

2 範囲確認調査期間

3 範思確認識査対象面積

4 工事区域内遺跡面積

5 遺跡の立地と現況

①立地

秋田県山本郡琴丘町鹿渡字兵ヶ沢48外

平成 9年11月10日'"'-'11月27日

24，100nl 

10，500nl 

遺跡のある琴丘町は、八郎潟残存湖の東岸および北東岸にあたり、出羽丘陵の北西辺に位置する。沖積平

野は、八郎潟残存湖に沿って琴丘町西端部を南北方向に広がるものの極めて狭小である。西流していた!日来

の沢の多くは水田化され、一部は堤・じゅんさい沼として残っている。

兵ヶ沢遺跡は、琴丘町の中央西寄り、町役場から南方約 2kmの地点に位置し、八郎潟湖岸平野に向かつて

舌状に張り出した標高15'"'-'20mの台地上に立地する。

なお、水田(1日沢地)をはさんで北側には狐森遺跡が立地し、その聞の距離はおよそ150mである。

②現況

範囲確認調査対象区のほぼ中央で町道が交差しており、その北側が畑地、南側が水田となっている。畑地

には南西部に 2つの沼沢地(渇水時には荒蕪地となる)、西部に栗林がある。沼沢地はいずれも自然の沢を利

用した堤として昭和30年代に築造されたものである。

6 範囲確認調査方法

地形を考慮してトレンチを設定し、南側水田は重機で表土を除去した後、地山面を精査して遺構・遺物の

有無を確認した。北側畑地については、人力で表土除去後、遺構確認、面・地山面の精査をおこなった。沼沢

地は調査時には湿地になっており、人力で中央部を掘り下げた。

なお、北側畑地部分のうちNo.6 ・ No.7 および~No. 9トレンチに閉まれた未買収地については、範囲確認調査

をおこなっていない。

範囲確認調査におけるトレンチ総延長は1， 234 m、試掘面積は2，668nlで範閤確認調査対象面積の11.1%に

あたる。

7 範囲確認調査結果

①層序 - ( )内の数字は層淳一

北側畑地部分の北部(No.3トレンチ)の層序は以下のとおりである。

第 I層:耕作土(20'"'-'25cm)

第E層:黒褐色土(5~10cm) 遺物包含層

第E層:貰褐色土く地山〉 遺構確認、面

なお、 No.4トレンチでは耕作土の下25cm、No.7トレンチでは耕作土の下10'"'-'15cmで地山商となる。したが

って、 No.4トレンチより南側では包含層の存在が希薄である。

沼沢地の層序は、第 I層が灰白色粘土(30cm)、第IIJ膏が黒褐色土(20cm)、第E層が黄褐色土であり、第E

層が地山層となる。

南側水田部分中央部の層序は、第 I 層が耕作土 (20~30c血)、第五層が褐色土 (50'"'-'60cm) 、第班層がオリー

ブ褐色土(地山層)である。水田部分ではその全域で地山土が削平され、第五躍にあたる褐色土は水田造成の

- 42 -



際に対象区東方の鹿渡丘陵地の土を客土したものである。

②検出遺構と出土遺物(第31図)

〔 一一乙民!J

検出した遺構は竪穴住居跡 1軒、土坑 5基、陥し穴 l基、柱穴 4基である。南側の水田部分と沼沢地から

は遺構は検出されなかった。これらの遺構は、 NO.9トレンチから土坑 l基、 No.23トレンチから溝跡が検出さ

れたほかはすべてNo.3トレンチ以北に分布している。

出土遺物は、土器では縄文時代前期前葉のものが多く、 NO.l ・ NO.ll および~No.18 トレンチから出土しており、

縄文時代中期後葉の土器片がNo.2 . No.l2 . No.l8トレンチからわずかに出土している。出土地点はすべて、

[ぜ0.3トレンチ以北である。

石器もNo.3トレンチ以北から多く出土したが、 No.5. No.6 . No.7 . No.l5 . No.l9 . No.20・No.24・No.28トレン

チなどからも出土しており、出土地点は沼沢地より北の畑地部分のほぼ全域にわたっている。水缶、沼沢地

およびその南側の畑地からは遺物は出土しなかった。出土した石器はその多くが剥片であるが、二次加工が

なされているものもある。ほかに石匙・石錘・白石・磨石・スグレイパーがあり、石剣の一部と思われる破

片も l点出土している。

縄文時代以降の遺物としては江戸時代のものと考えられる陶器が l点出土している。

なお、 No.2トレンチおよび、No.3トレンチがNo.13トレンチと交差する地点で地山(口一ム層)から剥片が出土

したため、畑地部分のm箇所の深掘りを行い、さらに地山からの石器出土地点 2箇所については 4m四方の

グリッドに拡張し、地山よりさらに50~60cm掘り下げた。しかし、全く遺物の出土がみられなかったため、

工事区域には!日石器時代の遺構・遺物の存在はないものと判断した。

S 所見

①遺跡の種類

縄文時代前期・中期の集落跡である。

②遺跡の範囲と工事区域(第32図)

兵ヶ沢遺跡の範屈は、北側の水田に面した標高16~18m の台地先端部に広がっているものと考えられる。

このうち工事区域内における発掘調査の必要な範閉は、遺跡全体のほぼ中央部に位置するものと考えられる。

今回の範囲確認調査では、南側水田と沼沢地の全域、および北側畑地のうち沼沢地より南側の区域からは

遺構の検出と遺物の出土がなかったため、遺跡範囲から除外した。したがって、工事区域内遺跡範囲は範囲

確認調査対象区北側の畑地の大部分に相当する。

③発掘調査特に予想される遺構-遺物

遺構はNo.3トレンチよりも北側の部分および遺跡南東端のNo.9トレンチ周辺に儒在していると思われ、中

央部は遺物の出土はあっても遺構密度はかなり希薄と患われる。遺物は畑地の北側を中J心にまとまった量が

出土するものと予想される。
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兵ゲ沢遺跡

調査状況

(N). 4卜レンチ付近)

兵グ沢遺跡

世田地北部N.2トレγチ

土坑検出獄況

兵ヶ沢遣軍事

畑地北部N.3トレンチ

土坑校出状況

第 2節遺跡;lIii閥獲認調査

も、

41 



ホ7、 t7n 、 ゼ(トh 、
-" ふ -'-
.4. 一」 0> 

童i話ii 
、攻も 露寄量

犠
尉
骨
出開震

M
帽
円
四
鞄

tg 



3 日本海沿岸東北自動車道建設事業河辺地区

( 1 )松木台亜遺跡

1 遺跡所在地

2 範囲確認調査期間

3 範閤確認調査対象面麓

4 工事区域内遺跡面積

5 遺跡の立地と現況

①立地

秋田県河辺郡河辺町松測字松木台56-1外

平成 9 年 5 月 12 日 ~7 月 10 日

66，500nf 

10， 850nf 

第 2節遺跡範囲確認調査

松木台頭遺跡は、 JR奥羽本線和田駅の南西方向1.5kmに位置する。岩見川の左岸には、東から南台・七

曲台・井戸尻台・上野台と呼ばれる標高37r-._，40mの湾岸段丘が形成されている。本遺跡は、このうち七曲台

の北西側縁辺部に立地しており、標高は約38mで、ある。また、北側の崖下約27m~こは岩見J1Iが西流する。遺

跡中央やや北寄りに、喬一東方向の小沢が入り込んでいる。

②現況

遺跡の現況は、大半が杉林となっており、一部松等の苗圏、リンゴの果樹園や畑地として利用されている。

また、遺跡の中央やや東寄りを東北横断自動車道秋田線が、北西一南東方向に伸びている。

S 調査の方法

遺跡中央やや北寄りの西一東方向の小沢を境に、北をA区、南をB区とした。 トレンチは、地形を考慮し

て8r-._，10m間縞に設定した。その後重機による表土除去を行い、遺構確認、面もしくは地山面を精査して、遺

構・遺物の有無を確認し記録した。なお、昭和60年の東北横断自動車道秋田線建設に伴う緊急発掘調査の時

に、旧石器時代の遺物が出土している。そのため各トレンチの 2r-._， 3箇所を坪掘りして、地山上面からさら

に50cmr-._，60cm程掘り下げた。試掘した調査面積は6，500nfで、対象面積の約10%である。

7 範囲確認調査の結果

①膚序

杉林全域では、北側より南側の方が地山頭まで若干深くなっているものの、地形的に大きな変化はなく、

層序は以下のようになっている。

I 層:表土・黒褐色土 (10'"'--'20cm) 、 E層:黒褐色土(l5 r-._， 25cm) 、直層:地山漸移層・暗褐色土(l5~20cm) 、

N層:地山・黄褐色土

町道戸島・七曲線の北側の畑地は、耕作により撹乱されており、耕作土下のE層・困層がなく、地山まで

の深さは約50cmである。

松等の商圏も、幾度となく植林-掘り起こしが繰り返され、 I層 .II層 .m層はもとより、池山までも撹

乱を受けている。

②検出遺構と出土遺物(第34図)

遺構は竪穴住居跡 5軒、土坑24基、焼土遺構 3基、陥し穴 3基、土器埋設遺構 l基、溝跡 l条を検出した。

遺物は縄文時代中期後葉及び晩期の土器や石器、平安時代の土師器杯などが、合わせて中コンテナで35箱出

した。
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第3章調査の記録

8 所見

①遺跡の種類

検出遺構と出土遺物から、縄文時代中期後葉から末葉の集落跡、縄文時代晩期の墓域及び、平安時代の集

落跡からなる複合遺跡と考えられる。

②遺跡の範閤と工事区域(第35図)

遺跡範囲は台地の全体に広がるものと思われる。この遺跡範囲のうち工事区域は、遺跡の西側を東西に横

断し、東北横断自動車道秋田線と遺跡中央やや東側で接続する。工事区域内遺跡範囲はそのうち、接続地点

北側半分にあたる。

③発掘調査時に予想される遺構・遺物

遺構では縄文時代中期後葉の竪穴住居跡、縄文時代晩期の土坑墓、及び平安時代の竪穴住居跡や土坑が検

出されるものと予想される。遺物では当該期の土器・石器などが、 A区とB区を分けている小沢に近い北側

に集中して出土するものと予想される。なお、南側は遺構-遺物が散在する程度であると思われる。

9 その他

東北横断自動車道秋田線を挟んで北東側、及び南東側範囲確認調査区が未買収のため、今年度の範囲確認

調査は実施しなかった。
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ヘスクリーントーン部分が範間確認調査の必要な範閤
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第3章萄慌の511録

男優半島
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絵木台回遺跡

遠景(束力、ら}

根木台四遺跡

小沢を挟んで手前がB区

向こうがA区(爾から)

松木台直遺跡

竪穴住居跡検出状況

(商から)
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第3章調査の記録

4 県営ほ場整備事業琴丘北地区・琴丘南地区
おにさわぐち

( 1 )鬼沢口遺跡阜地区

1 遺跡所在地

2 範閤確認調査期間

3 範囲確認調査対象面積

4 工事区域内遺跡笛積

5 遺跡の立地と現況

①立地

鬼沢口遺跡B地区は、琴丘町の西部、 JR奥羽本線の北方約 1kmにあり、八郎潟東岸に形成された標高26m

秋田県山本郡琴丘町鹿渡字鬼沢口

平成 9年 6月11日----6月13日

2
m
2
m
 

ハ
U

八

υ

ハ
U

ハリ

ハ
リ
ハ
リ

ハU
F

h

u

前後の海成段丘上に位置する。全体的に、東から西に緩やかに傾斜するが、東側はかつてのほ場整備で水由

化しており、南側は農道で区画される。西北側は、東から西に入るV字状のかつての沢で区画され、西側は

南東側より北西に入るかつての沢で区画される。沢を挟んで200mほど西には鬼沢口遺跡が位置する。

②現況

かつての水田と水田である0

8 範囲確認調査の方法

分布調査の結果、工事による掘削が及ぶと判断した範囲を対象に、地形を考慮して任意にトレンチ箇所を

設定した。重機により表土を除去した後、地山面を精査して遺構・遺物の有無、層位、深さを確認した。

7 範囲確認識査の結果

①層序

遺跡東側、南側の高位部は削平したあと、上に50cm前後の粘土混じりの黒色土を盛った状態であった。地

山は灰褐色の粘土層である。東側と南側の大半が地山まで削平されているが、西北に行くにつれ、削平は少

なくなる。北と西側は南東側からの盛土により、北側で120cm前後、西側で、60cm前後の盛土をした状態で、

また盛土の下には包含層と思われる黒褐色土層が認められた。

②検出遺構と出土遺物(第37図)

遺構は、調査区の広い範閉で土坑と柱穴を検出した。柱穴には列状に並ぶものがある。また、北側では東

側からの盛土と思われる表土層と黒褐色土層より縄文土器・石器・剥片が出土している。

8 所見

①遺跡の種類

全体が縄文時代中期を中心とする遺跡である。遺物量は多くなく、土坑群がまとまって検出されると予想

される。

②遺跡の範囲(第37図)

遺跡は南側の農道と西側、北側の沢で区画される6，OOOnfを遺跡範関とし、そのうち工事による影響がな

い部分、 2，OOOnfを調査対象区域外とした。
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第 3章調査の記録

かな{まとけ

( 2 )金仏遺跡

1 遺跡所在地

2 範囲確認識査期間

3 範囲確認調査対象面積

4 工事区域内遺跡碩積

5 遺跡の立地と現況

①立地

金仏遺跡は、鹿渡地区東側の丘陵上、琴丘中学校のグラウンドより西に位置する。

秋田県山本郡琴丘町鹿渡字金仏34-1・34-2

平成 9 年 6 月 17 日 ~19 日

8，OOOnf 

2m 

凡

UA
U
 

Au 

t
a
g
-

南側はV字状の沢状地形で、沢を挟んで南側に周知の遺跡である狐森遺跡がある。

②現況

遺跡は南側が畑地、北側は水田である 0

5 範囲確認調査の方法

分布調査の結果、工事による掘削が及ぶと判断した範囲を対象に、地形を考慮して、任意にトレンチ筒所

を設定した。重機により表土を除去した後、地山面を精査して遺構の有無、層位、深さを確認した。

7 範囲確認調査の結果

①層序

南側の畑地は、表土が耕作土で、明黄褐色の地山粒が混じる。深さ20c阻ほど掘り下げると、遺物包含層と

思われる黒褐色土が認められた。厚さは10cm程度で、上部は削平されて盛土されている。

北側は水田化の際削平されており、畑地より50cmほど低い。削平したあと、上に50cm前後の粘土混じりの

黒色土を盛った状態であった。地山は灰褐色の粘土層である

②検出遺構と出土遺物(第38図)

水田部分は削平が著ししまとまった遺構の検出はなく、遺物は出土しなかった。

畑地部分では、調査区の広い範囲で土坑の落ち込みと、焼土遺構 l基、溝跡 l条を検出した。このうち、

焼土遺構は平安時代の土師器焼成遺構の可能性が高い。また、黒褐色土層より縄文土器片 1点・石器・剥片

が出土している。

8 所見

①遺跡の種類

縄文時代及び中世の集落

②遺跡の範囲(第38図)

削平されていない畑地部分1， OOOnfを遺跡範閤とした。

③発掘調査時に予想される遺構・遺物

縄文時代の土坑及び平安時代の土師器焼成遺構や土坑などが検出されると思われる。

- 60 -
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第 2ぽj

きつねもむ

( 3 )狐森遺跡

i 遺跡所在地

2 範路確認諦査期間

3 範囲確認調査対象盟諸

ヰ 工事室域内遺跡面接

5 遺跡の立地と現況

①立地

遺跡のある琴丘町は、八郎潟残存湖の東岸および北東岸にあたり、出羽丘陵の北西辺に位置する。

野は、八郎潟残存湖に沿って琴丘町西端部を南北方向に広がるが、極めて狭小である。西流していた旧来の

秋田県山本郡琴丘町鹿渡字狐森11外

平成 9年11月10日c-.___，11月27臼

21， 200 nf 

3，800 nf 

沢の多くは水田化され、一部は堤ーじゅんさい沼と

狐森遺跡は、琴丘町の中央商寄り、町役場から

て舌状に張り出した標高16~20m の台地上に立地する。

が立地し、その間の距離はおよそ150mである。

②現況

範囲確認調査対象区の現況は、!日沢地に造られた水田(南側水田)と台地上の畑地明水田(北側水田)から成

ってし三る。

.9kmの地点に位置し、八郎潟湖岸平野に向かっ

水田u日沢地)をはさんで南側には兵ヶ沢遺跡

っており、熔地と高側水田との賠は涜田工事により北高約 4mの急援となっている。

渡鰹!打線に、西側は日本海沿岸東北自動車道建設予定地に接している。

5 範麗確認=0:1十品、ふ

地形を考慮してトレンチを設定し、北側水田は重機により表土を除去した後ミ遺構確認面もしくは地山面

して遺構ー遺物の有無を確認した。南側水田と畑地は入力で表土除去をおこなったが、水田について

は水の湧出があるため 3m四方のグリッドを設定して遺構確認作業をおこなった。

範閤確認調査におけるトレンチ総延長は3401司、試掘面替はで範囲確認調査対象面讃の3. にあた

。
る

①層序 一 ( )内の数字は層厚一

北部水田中央部の層序は以下のとおりである。

第 I層:耕作土(15cm)

第五膚:褐色土(60cm)

.黄褐色土く地山〉

水田部は北ほど第五震が厚くなる

遺物包含層は揚色から黄翠色に変色してい

また、畑地北端の層序は以下のとおり

第 I層:耕作土(15cm)

第五層:褐色土(30cm)

第買層:黄褐色土

I¥TJ膏:

遺物包含層のうち、遺物の出土量が多いのは第五層である。畑地縁辺部は比較的包含震がj享いのに対し、

中央部では耕作土の直下が地山という部分も多い。また、耕作による撹乱などのため、層序が異なる場所も

また、 No.17トレンチとNo.20ト IIJ替の

bj 



第 3章調査の記録

ある。

南側水田の層序は、第 I層が耕作二七(15cm)、第五層が黒褐色土(30cm)、第置層が黄議色土(地山層)であり、

その全域で第五層が撹乱土になっている。

②検出遺講と出土遺物(第39図)

検出した遺構は、水田では竪穴住居跡 2軒、土坑 7基、柱穴 7薬、畑地では土坑3基である。また、畑地

南端のNo.lおよびNo.3トレンチでは南に向かつて第五層が厚くなり、縄文時代の多くの遺物を含んでいた。

このことから、斜面を利用した捨場であった可能性も考えられる。

土器は、縄文時代前期中葉のものを中心にコンテナ 1箱分出土しているが、ほとんどが畑地から出土して

おり、特にNo.lおよび、No.8トレンチが多く、 No.4トレンチがそれに次ぐ。水田から出土した土器はごくわず

かである。

石器も畑地から多く出土しており、ほとんどが頁岩を材料とするもので、コンテナ 3箱分出土している。

その内訳は大部分が剥片、ほかに石匙・箆状石器・石錘等十数点がある。水田からはNo.16トレンチから石錘

が出土しているほか、間0.17トレンチとNo.23トレンチから剥片が出土している。

喜所見

①遺跡の種類

縄文時代前期の集落跡である。

②遺跡の範踏と工事区域(第40図)

狐森遺跡の範屈は、舌状台地先端部から調査区東側の杉林に広がっているものと考えられる。このうち工

事区域内における発掘調査の必要な範閣は、遺跡全体からみて中央やや北東よりに位置するものと考えられ

る。

今回の範囲確認調査では北側水田の北端部と西部から遺構の検出や遺物の出土がなかったため、工事区域

内遺跡範囲から除外した。また、南側水田からはわずかに石器が出土したが、全域が耕作による援苦しを受け

ており、遺物は畑地からの流れ込みによるものと判断した。したがって工事区域における遺跡範簡は北側水

田の中央部東寄りから南部にかけてと畑地であり、その総面積は8，050nfである。このうち、畑地中央部か

ら南部にかけての大部分が範閤確認調査後に当事業から除外されたため、発掘調査の必要な面積は、北側水

田の中央部東側・南部とそれに隣接する畑地北部(水路造成部分含む)の計3，800nfとなった。

③発掘調査時に予想される遺構・遺物

遺構は畑地よりもむしろ水田部に密であり、縄文時代前期の竪穴住居跡-土坑が多数検出される可能性が

ある。また、 No.8トレンチ付近の焔地北部には捨場遺構の存在も考えられることから、遺物は焔地を中心iこ

まとまった量が出土するものと予想される。
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1Il 3~ 調査の記録
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狐i!i:遺跡

北側水間ぬ20トレンチ

土坑検出状況

狐森遺跡

北側水岡地23トレンチ

逸機検出状況

狐森遺跡

畑地南端N.l卜レンチ

遺物出土状況



第 2節遺跡範囲穣認調査

5 県営ほ場整備事業浜井)11地区
すざき

( 1 )洲崎遺跡

i 遺跡所在地

2 範囲確認調査期間

3 範臨確認調査対象衛積

ヰ 工事[g域内遺跡面接

5 遺跡の立地と現況

①立地

洲崎遺跡は、 ]R奥羽本線井川さくら駅から北西約 1油、井川町の新屋敷集落西側に隣接して位置する。

秋田県南秋田郡井川町浜井JI[字洲崎271外

平成 9年11月178"-'12月5日

62，OOOnf 

25，OOOnf 

遺跡は八郎潟に注ぐ井JfI河口域左岸の沖積低地に立地しており、標高は0.8"-'1. 6 mである。八郎潟湖岸に広

がる沖積低地は、ほぼ平坦な地勢を示すが、遺跡地はわずかにその局留より高まりをもっている。

遺跡の周辺、井]11両岸の集落内には、数多くの板碑・五輪塔が周知されている口遺跡東側にも新屋敷板碑、

新屋敷五輪塔として 2つの遺跡が位置している。

②現況

遺跡の現況は、大部分が水田であり、一部に畑地が認められる。

5 

現況での水田の区画(蛙)に沿うように幅 1mないしは1.8m艇のトレンチを設定し、遺構ー遺物の有無を

確認した。調査対象範囲が広大であり、一部のトレンチ表土除去に際し、重機を使用した。1.8m騒のトレ

ンチは、重機バケット幅に規定されているものである。またボーリング棒を用いた探査も合わせて実施した。

実質調査部覆は3，200m2で対象面積の5.2%である 0

7 範臨纏認調査の結果

遺跡内の層序は、泥炭層や砂層形成の有無、部平・撹乱等に伴い、各所で様相を異にする。ここでは遺跡

ほぽ中央部(水田)での層序を代表して示す。

I層:表土・耕作土(15"-'20cm)、五層:黒~暗褐色砂質シルト層(15"-'20cm)、直層:砂層(5~10cm) 、 N

層:黒色泥炭層 (20~40cm) 、 V層:砂磯層(地山)である。 N層泥炭層中に薄い砂層が 2 .---3枚が入り込む箇

所もある。遺物包含層はN層、遺構確認面はV層となる。

上記は泥炭層-砂層が認められるものであり、宜~百層の全てあるいは一部が欠落する箇所も存在する。

ψ検出遺構と出土遺物L第42凶)

検出した遺構は、竪穴遺構 3墓、土坑110基、溝跡26条、井戸跡32基にのぼる。またm層上面では地割れ

跡を確認しており、地震に伴う痕跡と患われる。さらにボ…リング探査により南北方向のi白河)11 (1白井川)の

(一部推定、第42図参照)も確かめている。

井戸跡は l 基が径約1. 3m程の円形、他は一辺が0.7~0.9m の方形の木枠をもっ。井戸枠の中央部にィ径50cm

程の曲物を埋設する例も確認できた。

遺物は主にNj警の泥炭層内より、多量の木製品・乱然木(木片)をはじめ、土器・土製品-陶器・鋸製品・

鉄製品-石製品・銭貨等が出土している。木製品には箸・下駄 s 鳥形・浮木・曲物ー態(ささら、橋などを

洗うたわし状のもの)・杷(さらいニえぶり、地均しの農具)・板状木製品等があり、板状木製品の 1枚には

判読はできないが、墨書が認められる。その他井戸に関連した部材も多い。土器は縄文時代晩期~弥生時代

日叶
d

円

h
u



第父宮 謝杏の言戸録

前期の破片資料が、土製品は土錘が出土している。陶器には播鉢、婆・壷類が見られ、揺鉢は珠洲、!系と越前

系が得られている。銅製品は万装具である切羽と火箸があり、いずれも遺存状態、が良く緑青等の鋳は見られ

ない。鉄製品は少なく釘と思われるもの 1点のみ、石製品は砥石である。銭貨は10枚ほど発見されており、

開元通賓-元豊通賓・寛永通賓の銭銘が確認できる。

8 所晃

①遺跡の種類

遺跡は検出遺構と遺物から主に中世の集落跡と考えられる。

②遺跡の範囲と工事区域(第43図)

遺跡は今回のボーリング探査で確かめた!日河川を西限とする東西200m以上、南北1601TI以上の広大な範関

を推定できる。このうち、工事区域内で高IJ平を免れ得ない範間は25，OOOnfとなる。

③発掘調査時に予想される遺構ー遺物

遺構は中世の建物跡、 とそれに伴う井戸跡、土坑、溝.tI活動:等の検出が予想される。遺物は淘器、

銅-鉄製品に加え、大量の木製品・自然木の出土が見込まれる。

- 70 -



遺跡範思確認調査

-仁一日ト¥(一一一一一一一一べ一

一

口

一

一

節第

1.59 

一一'-1

.n 

、
u 

マ
ド
口
一
一

田
川
V

口

「リ

N

ト。N
ド
口

行1



第 3章調査の記録

洲崎遺跡範臨鴎
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君臨2節度掛縮問碇続調置

洲崎遺跡

作業風景(遺跡西蛾古車)

洲崎遺跡

遺構検出状況(井戸跡)

洲崎遺跡

遺物出土状況(木製品〉
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第 3章調査の記録

6 県営ほ場整備事業金沢地区
じゅうにしょう かねざわさくぼく

( 1 )十二牲B遺跡・金沢柵木 I遺跡の関連遺跡

1 遺跡所在地

十二牲B遺跡 秋田県横手市金沢中野字下矢来沢223外

金沢柵木 I遺跡の関連遺跡 秋田県横手市金沢中野字湯森-青葉回

2 範囲確認調査期間

3 範囲確認識査対象面積

4 事業区域内遺跡面積

十二牲B遺跡

金沢柵木 I遺跡の関連遺跡

5 遺跡の立地と現況

①立地

平成 9 年11月 17 日 ~12月 5 日

128，000ni 

7，000ni 

oni 

十二牲B遺跡は、横手市北部の金沢中野地区に所在し、北繰39
0

22'15" "東経140
0

33'26ぺ]R東日本奥

羽本線後三年駅の北東方約1.6kmに位置する。向地区の北西部は、仙北郡仙南村に隣接しており、東方の奥

羽山脈中に源を発して西流する厨)[!が北境となっている。

遺跡は、厨川左岸の湯森山(標高92.4m)と十二牲山(標高90.6m)と呼ばれている分離丘陵(残丘)に挟まれ

た沖積地に立地している

なお、本遺跡から南東方約 1kmの沖積地には、金沢柵木I遺跡が立地している。

②現況

水田である0

6 範囲確認識査の方法

現在区画されている各水田の長軸(主に東西方向)に、幅 1mのトレンチ(試掘溝)を設定して、重機で表土

(耕作土)を除去した後、人力で遺構・遺物の有無を確認しながら地山面まで掘り下げを行った。

トレンチの総延長は3，593m、試掘面積は3，593niで、範囲確認調査対象面積の2.8%である 0

7 範思確認調査の結果

①層序

遺跡の基本層序は、各トレンチの土層観察から以下の通りに分層した。

第 I層暗褐色土(lOYR 3/ 3) :耕作土(表土層)、層厚20~25cm

第五層黒褐色土(lOYR3/1):遺物包含層、層厚30~40cm

第E層青灰色粘土(5G5/1):地山

②検出遺構と出土遺物(第45図)

遺構は、時期不明の溝跡を l条検出した。遺物は縄文時代晩期の土器、平安時代の須恵器・土師器のほか、

陶磁器、古銭(寛永通賓)、木製品などが出土したが、その主たる遺物は須恵器・土師器である。

8 所見

①遺跡の種類

縄文時代、平安時代、近世の複合遺跡であり、主に平安時代の集落跡と推測される。

②遺跡の範囲と工事区域(第46図)

遺跡の範囲は、湯森山の南側の水田部分である。事業区域は、金沢中野地区の水回全域であり、 1期目の

- 74 -



第 2節遺跡、範思確認調査

事業予定地は十二牲B遺跡を含む北部地域である。

③発掘調査時に予想される遺構と遺物

遺構は縄文時代の土坑と、平安時代の竪穴住屑跡などで、遺物は主に平安時代の須恵器-土間器が出土す

るものと予想される。

9 その他

十二牲B遺跡の範囲確認調査と並行して、金沢楠木 I遺跡に関連する柵木等が、 1期目の事業区に及んで

いるか否かの調査も合わせて行った。調査は'1属1m .東西約 11佃のトレンチを設定、深さ 1------1.5mほど掘

り下げて調査した。その結果、遺壊は検出されず、須恵器破片などが耕作土から若干出土したにとどまった口

したがって、金沢柵木 I遺跡に関連する柵木の発掘調査は、必要なしと判断した。

良一日 工

- 75 -
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第 2節遺跡範囲確認調査
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~3草絢査の記録

十二位B遺跡
↓ 

- i8 -

十二牲B遺跡

遺跡遠景(.JItから)

十二位B遺跡

調張状況(東から)

十二枚B遺跡

須恵告書片出土状況{商品、ら)



i三:r~節

7 県営ほ場整備事業北阿気地区

( 1 )江原鵠 i遺跡

i 遺跡所在地

2 範詔確認調査期間

3 範臨建認調査対象酉議

4 工事区域内遺跡面議

5 遺跡の立地と現況

①立地

江原嶋 l遺跡は大雄村役場の北西約L51副 t二位置する。遺跡が立地する標高約35mの沖積地(最低位段丘構

秋田県平鹿郡大雄村東何気132外

平成 9 年11月日日 ~12月 5 日

170，ひ00rrf 

59，600nf 

境手盆地東霧部から西側にかけて発達している窮状地の末端部にあたる口調査区の西側を雄物J[[

る油}11幹線排水路が北流している。

②現況

水田である。水田面の標高は旧地形に却し異なるが、調査区域内の北高差は 2m以内に収まる。昭和30年

代に入力による耕地整理がおこなわれたが、大幅な地形の改変はなかったと考えられる。しかし、蛇行し、

遺跡の形成に影響を与えたと考えられる旧油川は、油)11幹線排水路として昭和40年代後半に、大幅に改修さ

れている。

さ範醤E

油JfI幹線排水路に沿ったトレンチを 4本設定し旧地形復元及び遺構検出・遺物出土範屈をおおよそ確定し

た。さらに、詳細把握のために水田の娃に沿ってトレンチを設定した。掘り下げはすべて重機で行い、遺壌

の検出地点，遺物の出土地点-包含屠及び遺欝検出窓までの深さを記録

試掘した調査面積はι630nfで対象面震の約496である。

7 

①層序

I 層:表土(20~30cm)

E層:遺物包含層・暗褐色土(5~10cm) 

:黄褐色土

N層:遺物包含層-黒色土

V層:緑灰色土

v[層:暗褐色土

豆層は北部で部分的に確認さ

る膚であり、

中央部のN層

で、中央部はV層上部零南端部はV.

五 ~V層は非常に粘性が強く、立層は砂擦を含む層

る。翠 .N田本は

回

層

水

T
i

ヰ，
a層 し北側が厚い。歪

である。 v 立

きる。

心 。

②検出遺構と出土遺物(第48・49図)

り蜜な状態で検出さ

も中央部で検出された。北部では平安時代の竪穴住居跡 4軒、子安時代か江戸時代と考えられる柱穴 2

溝跡 2条が検出された。
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第 3章調査の記録

遺物は中コンテナで76箱出土した。中央部・南端部のN層黒色土中からは縄文時代中期後半・後期の遺物

が中コンテナで69籍出土した。中には石捧，石皿-土偶 .1干飾り等が含まれている。北部からは平安持代の

土師器や須恵器、江戸時代の陶磁器が中コンテナで 7箱出土した。特に、はむと刻印された石製の古印が

出土したことが特筆される。

富 所 克

①遺跡の種類

縄文時代中期後半から後期にかけての大規模な墓域、平安時代及び江戸時代の集落跡などの複合遺跡であ

る。

②遺跡の範聞と工事区域(第50図)

-江戸時代の遺跡範囲は、中央部の縄文持代の遺跡範密は42ラ OOOrrfあり、すべて工事

区坂内である。南端部の縄文時代の遺跡範囲は2，600rrfであるが、さらに工事区域外の南側に広がるものと

考えられる。

③発掘調査時に予想される遺構・遺物

遺構は、北部では平安時代や江戸時代の集落を構成する建物跡などが、中央部・南側では縄文時代中期後

半から後期にかけての土坑墓がかなり密な状態で検出されるものと予想される。

遺物は、縄文時代・平安時代の包含層から土器が多量に出土するものと思われる。ま

らは有機質の遺物が出土する可能性が大きいG

ou -

か
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江J京i島I遺跡

平安時代土器検出状況

(商品、ら}

調査の記録第3章

‘ー

江原両日 I遺跡

縄文時代 土坑検出状況

{箇から)

、江原嶋 i遺16
縄文時代土坑検出状況

(渇から)
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第 2節遺跡範囲確認調査

8 主要地方道入道崎寒風山線緊急地方道路整備事業
いずみのひやみず

( 1 )泉野冷水遺跡

i 遺跡所荘地 秋田県男鹿市北浦棺)11字泉野10-3外

2 範囲確認調査期間

3 範盟諸認識査対象面積

ヰ 工事区域内遺跡面積

5 遺跡の立地と現況

①立地

平成 9 年11 月 4 日 ~12月 5 日

14，400nr 

5，OOOrrr 

遺跡は、男鹿市北浦集落と相JI[集落のほぼ中間地点、 に通る主要地方道入選崎寒風山線の両側に位置

する。この地は、男鹿半島の北斜面中央に位置する北浦・安全寺台地の北端部にあたり、北浦-相)11付近で

は大地震時の地割れ谷の発達がみられる口遺跡は、 しながら日本海に北東流する東側の桔Ji iと西側の賀

茂JIIに挟まれた標高40m程の侵蝕段丘上に立地している。棺川が開析した沖護地を挟んだ東側の侵蝕段丘に

は中野遺跡が存在する。

②現況

遺跡の現況は、宅地・畑地，杉林' -休耕回である。

5 

道路計画図に示された測量杭を利用してトレンチ調査を実施した。 トレンチは、原則として、高北方向は

幅杭と中心杭を結ぶ線の西側に、東西方向は中心杭の南側に設定し、さらに、調査が必要と思われる箇所に

設定して調査した。表土は重機で除去し、その後に遺溝確認面もしくは地山まで入手で掘り下げ、遺物包含

層、遺構の有無などの確認作業を行ったむ

範囲確認調査面積は880nf、調査対象面積の6. である。

①層序

畑地として使用されている場所の層序は、調査地域中央付近で、 I層が厚さ20cm程の黒褐色の表土・耕作

土層、豆腐が黄謁色ローム層(地山)であり、遺物は I層から出土する。調査地域西側付近では、 I層が厚さ

15cm程の結褐色の表土・耕作土層、立層が厚さ15cm程の暗褐色土層、 が褐色のローム層(地山)となって

おり、遺物は I層下部から互層にかけて出土する。水田として利用されている場所の層序は、 I層が厚さ45cm

程の盛土でローム混じりの褐色の表土- rr層が厚さ30cm程の粘土質の踏褐色土層、直層が厚さ40cm

程の粘土質の黒褐色土層、 る口遺物は、 1層下部と立層上部から検出された

が、流れ込んだ状態での出土である。

②検出遺構と出土遺物

遺構は、調査地域の東側寄りの段丘ょに克られる。竪穴住居跡益軒、土器埋設遺構 1墓、焼土遺構 1墓、

土坑 5基が検出された。遺構の確認面は、地山ーと密である。いずれも正確な時期は不明であるが、周辺から

出土している土器と同じ趨文時代中期末棄の遺構と推測される。

遺物は、段丘上か 中心とし している。水田部分からは、近世

と している。

ーもi 一



第 3章調査の記録

8 所見

①遺跡の種類

検出された遺構や出土遺物から、遺跡は縄文時代中期末葉の集落跡と考えられる。

②遺跡の範囲と工事区域(第53図)

泉野冷水遺跡は、昭和的年に男鹿市教育委員会によって発掘調査された。その結果、縄文中期末葉の土器

と共に 8軒の竪穴住居跡と 9基の炉跡が検出されている。工事区域は、昭和49年に調査した遺跡の南端部に

あたると思われる。

工事区域内における発掘調査が必要な部分は、縄文時代中期末葉と推測される遺構が検出された段丘上の

5，000rr?である。

①発掘調査特に予想される遺構・遺物

遺講は、縄文時代中期末葉の竪穴住居跡、土器理設遺携、土坑等が、遺物は遺横に伴ってまとまっ

出土するものと予測される。

( 2 ) 

秋田県男鹿市北浦相J1[字中野11外

9年11)=:1 4 日 ~12月 5 日

11， 500rr? 

1， 600 rr? 

2

3

ヰ

5 

(主)立地

遺跡は ]R男鹿駅の北東約 9也、相J11集落の南約0.3回に位置する。男鹿半島の北斜面中央に位置する北

浦ー安全寺台地の北端部、大地震時の地割れ谷が発達しているところである。遺跡は、関析しながら日本海

に北東流する西側の相111と東側の大増)[[に挟まれた標高40m程の侵蝕段丘上に立地する。棺)[1が関本ITした沖

積地の西側の侵蝕段丘には、泉野冷水遺跡が存在する。

②現況

遺跡の中央部を市道冷水 1号線が北東方向に通っている。市道の東側に接する土地は、畑として耕作され

ていたが、杉が植林された。現況は、遺跡一帯が杉林である。

高 範国確認調査の方法

道路計画図に示された測量杭を利用してトレンチ調査を実施した。 トレンチは、南北方向は幅杭と中心杭

を結ぶ緩の西側に、東西方向は中心杭の南部に、さらに、平垣部分で必要と思われる笛所に適宜に設定して

した。 り株は重機で除去しミ もしくは治山まで入手で、掘り下げ、遺物包

含層、遺構の有無などの確認作業を行った。

範閤確認調査面積は1， 089nl、調査対象E奇襲の9. である。

7 

①層序

1 }誓i土、黒稽の妄十震である。えな形に沿って表土が流出しており、厚さは、調査地域中央部南側で、は30cm

程度であるが、北{閣の斜面となっている低地では80cm程になる。なお、杉の根が入り込んでいる I膚の下部

は、レンズ状の黒色土に変化している。 E層は、地山で黄褐色のローム層である。

0
0
 

0
0
 



第 2節遺跡範酉確認調査

②検出遺構と出土遺物(第54図)

遺構は、調査地域中央部付近から陥し穴 1基、土坑 l基が検出された。遺構確認、簡は、地山上部である。

他に、 I層から薄い焼土も検出されている。遺物は、焔し穴確認面から縄文土器 1片、調査地域中央部の I

層から近世の磁器が数点出土している。絡し穴と土坑は、縄文時代の遺構と思われる。

S 所見

①遺跡の種類

遺跡は、検出された遺構から、縄文時代の小規模な狩猟のための遺跡と考えられる。

②遺跡の範囲と工事区域(第55図)

中野遺跡は、土師器を出土する遺跡として報告されているが、今回の調査では、古代の遺物・遺構は検出

されず、縄文時代の遺構が検出された。古代の遺跡は、調査地の南側の平坦地の可能性がある。

工事区域内における発掘調査が必要な範菌は、葎高43盟の等高線付近、陥し穴と土坑および焼土遺J構が検

出されたし 600nlの部分である。

③発掘調査持に予想される遺構-遺物

遺物の出土は稀薄であり、遺構の出土も数基程度と予測される。調査が必要とされる範囲内には、切り株

や伐採されて放置されたままの木も多く、表土および切り株の除去に重機の活用を検討する必要がある。

ハ叶
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峰

、‘

J 
F 

" 
-"~(~ 

- 96 -

子手f -

中野遺跡

ßl~事選無

弘、dw ←中野遺跡

土坑検出状況(西から)

中野遺跡

陥し穴検出状況{南から)


